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【背景】
看護学生が,卒業時に一人でできる看護技術は少なく,リ
アリティショックを受ける者や早期退職をする者もいること
から,看護技術の種類と卒業時の到達度が厚生労働省から提
示された.A大学では,大項目18と中項目118の学習項目から,
到達度Ⅰ(単独で実施できる),到達度II(指導のもとで実施で
きる)に該当する項目を定めた.先行研究1)では,実習経験の
ある技術の自信度は高いが,実習経験の少ない診療の補助技
術の自信度が低いことが明らかとなった.A大学の平成24年
実態調査(以後,24年調査とする)も同傾向だった.本調査で
は,技術習得に向けた若干の示唆が得られたので報告する.
【方法】
調査方法:平成25度卒業見込みのA大学看護学科4年生を対
象に平成26年2月に集合自記式質問紙調査を行った.
調査内容:A大 学看護学科の看護技術の学習項目である大項
目18,中項目ll8から地区診断 ・地域保健活動に関する技術
を除いた大項 目17,中項目ll2である.実習での経験は,「一
人で実施 した」「指導者と共に実施した」「見学した」「未経験」
から1つを選択してもらった.看護技術の自信度については,
「自信がある」「やや自信がある」「やや自信がない」「自信が
ない」から1つを選択 してもらい,卒業時到達度Ⅰ ・IIに該当
する中項 目(以後,項 目とする)66を調査対象とした.
分析方法:看護護技術の経験割合(以後,経験率とする)は,「一
人で実施」「指導者 と共に実施」「見学」を,〈実習経験あり〉,
とし,「見学」を含めた経験割合と,含めない経験割合の2郡
に分けてSPSSで単純集計した.看護技術の自信の割合(以後,
自信度とする)は、「自信がある」「やや自信がある」を,〈自
信がある〉,「やや自信がない」「自信がない」を,〈自信がな
い〉の2群に分けてSPSSで単純集計した.経験率(%),自信
度(%)が70%以上を高い,30%未満は低いとした.
本調査は,研究の意図を文書 と口頭で説明し,不参加でも不
利益は無いことを説明して同意書で同意を得た.
【結果】
有効回答率は87.8%(72名)だった。
1.経験率の高い項 目:項目数は,36(54.54%)だった.大項 目
の経験率の平均は,【環境調整技術 】94.5%,【清潔 ・衣生活
援助技術】90.3%,【安全管理の技術】86.8%,【安楽確保の
技術】87.9%で,【活動 ・休息援助技術】78.1%だった.大項
目数は24年調査 と同数だった.「見学」を含 めた経験率が高い
項 目数は,63と24年調査の51よ り多かった(表1).
2.経験率の低い項 目:経験率の低 い項 目数 は,11(16.7%)だ
った.大項 目の平均は,【与薬 の技術】29.2%だった.「見学」
を加 えた経験率が30%未満の項 目は,0だった.
3.自信度の高い項 目:項目数は,41(62.1%)だった。その う
ち,「見学」を含めた経験率が高かった項 目は,7(10.6%9)あ
った(表1).自信度の大項 目の平均 は,【安全管理の技術 】
94.5%,【環境調整技術 】93.1%,89.0,【感染予防の技術】
79.1%,【清潔 ・衣生活援助技術 】85.2%,【安楽確保 の技術】
【活動 ・休息援助技術】79.1%,【症状 ・生体機能管理技術 】
70.7%であった.
4.自信度の低い項 目:「膀胱留置カテーテルの固定」27.83%,
「心電図」20%だった.24年調査では,同項 目共に5%だ った.
5.経験率 と自信度:経験率が高い項 目36は,自信度 も高い項
目が34(84.4%)あった.「沐浴」,「循環機能の援助」は,自
信度が70%未満だった.24年調査 より経験率 ・自信度が高い
項 目数が増 えた(表1).
【考察】
本調査では,「見学」を含めた経験率が自信に繋がっている
項目がみられた.「見学」が自信に繋がるには,学生に知識や
学内演習などでの準備状態があること,事後学習が適切に行
われることが求められる.本調査の対象学生は,カリキュラム
改正により看護実践能力を高めること目的とした統合実習を
履修している.3年次の実習経験や学習の成果が,4年次の統
合実習で効果的に働き,自信になったのではないかとも考え
られる.今後は,本調査での「見学」が自信に繋がった項目の背
景を検証し,授業内容や演習を工夫し,卒業時の到達度1・II
についての 「自信がある」割合を高めることが課題である.
本調査は,24年調査 と同様に,診療の補助技術の自信度が
低かったが,高塚2)らの調査によると卒業時に習得しておき
たい看護技術には,点滴に関する技術が多かったとある.学生
が点滴薬剤の混注や点滴準備を実習するのは難 しいが,「見
学」は可能である.そのためには,臨地と連携し,学生の 「見
学」のチャンスを拓 くことが必要である.
【結論】
実習での実習経験が自信度に繋がっていたことから,「一人
で実施 ・指導者 と共に実施」に加え,「見学」も積極的促して
いく体制が必要である.
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